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研究成果の概要（和文）：　本研究は、子どもたちに＜こころの複雑さ＞＜いのちの尊厳＞＜死に対する恐怖と
畏敬＞を伝える“対話によるいのちとこころの授業”を開発することであった。 　
　それに先立ち、いじめや心の悩みにより、子どもたちがさまざまな命の危機に瀕していることが確認された。
本研究により、子どもたちに生きる意味を伝えるDVD教材「いのちと死の授業」を開発し、さらに、その成果と
課題を実証することもできた。その結果については、いくつかの学会において報告し、議論することができた。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this research was to develop lessons of life and mind by 
dialogue
to convey children's <complexity of mind> <dignity of life> <fear of fear and awe to death>. Prior 
to the research, bullying and heart troubles confirmed that children are on the brink of various 
life threats. Through this research, we were able to develop DVD teaching material "Life and death 
lesson" to convey the meaning of living to children and to verirfy the results and problems. The 
results were reported and discussed at several academic societies.

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年，子どもたちを取り巻く問題の一つに
生命尊重に関するテーマが多く存在する。た
とえば，いじめ等の悩みによる自死や自傷な
ど，自他のいのちを大事にできない事象も後
を絶たないという背景がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，未来ある子どもたちに＜

こころの複雑さ＞＜いのちの尊厳＞＜死に
対する恐怖と畏敬＞を伝え る“対話による
いのちとこころの授業”を開発することであ
り，その成果はいじめ防止・自殺予防に資す
るもの と期待される。具体的には，実践そ
のものを精緻化すると同時に， 自らの“喪
失体験”を「語ること」「聴くこと」「学びと
すること」についての効果測定を行い，その
教育的意 味・心理社会的意味をエビデンス
により示す。さらに，いのちや死という重い
テーマに取組むにあたっての実施ガイドラ 
インや，より学びを深めるための事前・事後
プログラムを作成し，“学校現場や医療現場，
臨床現場における対 話型心理教育（対話に
よるいのちとこころの授業）”プログラムの
開発・完成を最終的な目的とする。 

 
３．研究の方法 
①教育・医療・臨床現場における現状把握

のための調査･･･目的：「こころ・いのち・死」
の教育の必要性が叫 ばれながらも，まだ十
分な教育プログラムが実現されないままに
教育実践者の模索が続いている現状がある。
竹ノ上・中北・伊藤(2012)らを参考に，その
実態を把握し現場のニーズを明らかにする。
方法：小・中・高等学校，特別支援学校，医
療・看護や臨床心理の課程を持つ大学，医療
現場，さまざまな支援団体・NPO を対象に，
実践の現状と課題やニーズについて調査す
る。 
②「語り手」に対する半構造化面接項目作

成のための調査･･･目的：いのちの授業の「語
り手」経験者に 面接を行い，「語り手」にな
ったことによるメリット・デメリット両面に
ついて聞き取りを行う。その中から，「語る
ことによる意味」を聞き取るための半構造化
面接項目を作成する。方法：研究協力者であ
り実践主体でもある，クラーク記念国際高等
学校，NPO 血液患者コミュニティ「ももの木」，
流産 ・死産グリーフケア研究会に対象者の
選定を依頼し，聞き取りを行う。その選定プ
ロセスや面接のサポート（支援スタッフ同席
で面接を行う等），事前事後のサポートにつ
いては，支援団体と連携しつつ実施する。 
③「聴き手」に対する調査方法や質問項目

作成のための調査･･･目的：「聴くこと」によ
る心の動きを測定するアンケート項目を抽
出するために，「ももの木」によるこれまで
の「いのちの授業」で回収されたアンケート
回答を分析する。それに加えて，こころ・い
のち・死に対するイメージの変化を調べるた

めに，これらのイメージ や意識を問うため
の SD 法尺度や文章完成法による調査方法を
新しく開発することをめざす。さらに，いじ
めや自殺に関連があると考えられる自尊感
情や抑うつ尺度，いじめ観・死生観尺度につ
いても精選する。方法：新しい概念を検証す
る尺度作成のために予備調査を実施し，イメ
ージや意識をとらえるための効果測定調査
項目を精緻化する。  
④「学び手」に対する質問項目作成のため

の調査･･･目的：自らの“喪失体験”を聴く
ことでどのような学びが あるかを明らかに
するための項目作成を目的とし，それぞれの
活動支援スタッフ，および参加者に対し聞き
取り 調査を行う。方法：支援スタッフに実
施した事後アンケートの自由記述ならびに
聞き取りより，質問項目を抽出する。  
⑤“対話によるいのちと心の授業”実施の

ための教材 DVD とガイドライン（手引書）の
作成･･･子どもたちに過剰な負担（ショック
や死に対する恐怖など）を与えることなく，
いのちや死について考えさせる教材となる
DVD 全６巻を作成する。さらに，「こころ」「死」
「いのち」という重いテーマを 扱うには，1
回の授業だけでなく，事前・事後教育が不可
欠である。配慮事項や事前・事後教育につい
てのガイドラインを作成し，教育プログラム
開発の資料とする。 
 

４．研究成果 
本研究は，子どもたちに＜こころの複雑さ

＞＜いのちの尊厳＞＜死に対する恐怖と畏
敬＞を伝える“対話によるいのちとこころの
授業”を開発することであった。途中，教材
の作成が遅れ，研究期間を延長したが，平成
29 年度の最終年度までの間，学会において成
果を公表するとともに，完成した DVD 教材を
用いて，「いのちの授業」の効果や課題につ
いて議論することができた。 
まず学会での報告としては，日本カウンセ

リング学会第 49 回大会での大会準備委員会
企画 シンポジウム「子どものいじめ予防・
自殺防止とカウンセリング活動」で話題提供
を行った。日本ヒューマン・ケア心理学 会
第 18 回大会でのポスター発表「子どもたち
の「生きる意欲」とその背景要因-いのちに
ついて語ることの大切さ-」，日本教育心理 
学会第 58 回総会でのポスター発表「子ども
たちの「生きる意欲」といじめ-尺度項目の
収集といじめ経験との関連-」を報告した。
また，日本カウンセリング学会第 50 回大会
において『「いのちと死の授業」とカウンセ
リング活動』という自主シンポジウムを行い，
自 殺予防やいじめの現状と支援について議
論した。さらに，日本生徒指導学会第 18 回
大会にて『「いのちと死の授業」DVD の上映と
実践研究交流』というテーマで シンポジウ
ムを行った。 
また効果測定のための教材として，丸善出

版より DVD「いのちと死の授業」6 巻を刊行



した。その 6巻とは，第 1巻「難病と闘って
気づいたこと－今このときのいのちを輝か
せるために」，第 2 巻「殺処分から救われ人
を助ける犬に-動物のいのち」，第 3巻「いじ
め・自 殺と防ぐために-子どもたちのいのち
を守る」，第 4 巻「学校における自殺予防教
育-こころの危機に寄り添う」，第 5巻「少年
犯罪をなくすために-他人のいのち・自分の
いのち」，第 6 巻「流産・死産経験者からの
手紙－生まれて来られなかったいのちへ」で
ある。さらに，この教材と関連して，「いの
ちの授業」については，NPO ももの木井上千
恵美氏と共同で，その内容と成果分析につい
て「いのちと向き合う生徒・教師そして私た
ち－いのちの 授業を通して－」を『奈良女
子大学心理臨床研究』に実践報告として公表
した。この研究の成果として作成した教材
DVD『いのちと死の授業』全 6巻（丸善出版）
のうち，1 巻『難病と闘って気づいたこと－
今このときのいのちを輝かせるために－』と
6 巻『流産・死産経験者からの手紙－生まれ
て来られなかったいのちへ－』は，平成 29
年度優秀映像教材選奨「優秀作品賞」を受賞
した。 
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